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主 な プ グ
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内容は変更になる場合がありますので予めご了承 ください。

フ
地域住民参加

避難所運営訓練 大地震発生から R、 S日経過 した避難所における様々な場面に応 じた訓練

Q ライフライン 大地震発生により途絶えて しまつた、電気・ガス・水道 。通信等の復旧訓練

R 災害ボランティアセンター運営 災害ボランティアセンターの設置 。運営の流れをシミュレーシ∃ンする訓練

訓? 練? 内? 容

一般自由参加
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Ц 過去に発生 した地震の揺れを再現するなど、地震体験車で疑似体験する。

煙体験八ウスを使用 し、火災発生時の避難行動を体験する。

消火本一スキッ ト 避難所等に配置されている消火ホースキッ トを使用 して放水の体験をする。

∨qG仮想現実 H 体験 現実に体験することが難 しい状況を仮想現実で再現 して疑似体験する。

水害による浸水被害を防ぐため、土のう作成を体験する。

防 災 体 験

一般自由参加

P 災害時の トイ レ問題 Q 日頃の備え・食品備蓄 R 感震ブレーカー

S マイコンメーター復帰 T 災害伝言ダイヤル U 耐震化推進

V 女性 目線の防災 W ペッ トの同行避難 X 地震 。気象観測

PO PP 聴覚障害者の理解・啓発 PQ パネル展示・チラシ等の配布 ¡t ǀ

防 災 啓 発
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駅全二ざ丞左型星の五
● i q南武線稲田堤
稲田堤商店街を歩いて京王稲田堤駅 G 徒歩T分 Hへ行き、バス利用

● 京王線京王稲田堤
京王稲田堤駅前にあるバス停「城下」から
川崎市営バス「西菅団地」行きに乗車⇒「西菅団地」下車
または小田急バス「生田折返場」行きに乗車⇒「南菅中学校前」下車

● 小田急線よみうリランド前
バス停OP番「読売ランド前駅」から小田急バス「城下」
または「稲田堤 G 城下経由H 」 行きに乗車⇒「南菅中学校前」下車

※「稲田堤 G 塚戸経由H 」 行きでは「南菅中学校前」は通りません。
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会 場

量豊り皿
● i q南武線稲田堤 徒歩QO分

● 京王線京王稲田堤 徒歩QO分

● 小田急線よみうリランド前 徒歩QO分
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※ 会場には関係者以外の駐車場はございませんので、お車での来場はご遠慮ください。

P

Q 煙体験八ウス

R

各

T 上のう作成
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